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会社のプロフィール会社のプロフィール

商号商号 株式会社ＮＦＫホールディングス株式会社ＮＦＫホールディングス

本社本社 横浜市鶴見区尻手横浜市鶴見区尻手22--11--5353

代表者代表者 代表取締役代表取締役 城寳城寳 豊豊

設立設立 19501950年年44月月1212日日

資本金資本金 2,0912,091百万円（平成百万円（平成2020年年99月末現在）月末現在）

売上高売上高 7,1627,162百万円（平成百万円（平成2020年年33月期）月期）

従業員従業員 124124名（平成名（平成2020年年99月末現在・連結）月末現在・連結）



会社の沿革会社の沿革

不動産関連事業より撤退平成20年03月

日本ファーネスエ業（株）とＮＦＫファイナンスを統合し持株会社として株式会社ＮＦＫホールディングスを設立平成18年10月

（株）ユニバーサルハウジング（不動産事業）への出資により、同社を子会社化（連結子会社）平成17年12月

（株）ファーネストヘの出資により、同社を子会社化（連結子会社）平成17年12月

ＮＦＫファイナンス（株）（連結子会社）を設立平成17年07月

ＮＦＫテクノロジー（株）（連結子会社）を設立平成17年06月

日本証券業協会への店頭登録を取消し、ジャスダック証券取引所に株式を上場平成16年12月

鶴見工場売却平成11年06月

（株）ファーネス・カンリ（連結子会社）を設立昭和61年12月

日本ファーネス製造（株）（現・連結子会社）を設立昭和45年05月

蒲田工場売却昭和40年08月

蒲田工場を廃止、機械工場を鶴見に集約昭和38年09月

鶴見工場設置昭和38年06月

日本証券業協会に株式を店頭登録昭和38年05月

横浜市鶴見区に本社事務所建設昭和37年08月

蒲田工場（機械工場）設置昭和28年09月

日本ファーネス工業株式会社（当時、日本火熱材料株式会社と称し翌年6月商号変更）昭和25年0４月



事業内容事業内容

当社グループ（当社及び当社の関係会社）は、当社グループ（当社及び当社の関係会社）は、
当社（株式会社ＮＦＫホールディングス）、子当社（株式会社ＮＦＫホールディングス）、子
会社会社４４社及び関連会社社及び関連会社１１社より構成されてお社より構成されてお
り、り、工業工業炉燃焼装置炉燃焼装置関連関連事業事業ならびにそれらならびにそれら
に付帯する事業に付帯する事業を行っております。を行っております。



平成２１年３月期平成２１年３月期

第２四半期第２四半期決算概要決算概要
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平成２１年３月期平成２１年３月期 第２四半期第２四半期決算総括決算総括

当第２四半期当第２四半期連結会計期間連結会計期間におけるわが国経済は、米国のサブプライムロにおけるわが国経済は、米国のサブプライムロ
ーーン問題にン問題に端を端を発した金融不安の世界的な広がりの影響を受け、世界同時株発した金融不安の世界的な広がりの影響を受け、世界同時株
安や急激な安や急激な円円高など、先行きの不透明感はますます色濃いものとなっており、高など、先行きの不透明感はますます色濃いものとなっており、
景気の減速感が明確になる展開となりました。景気の減速感が明確になる展開となりました。
このような状況下、当社グループは燃焼装置関連事業に集中し、当社の高このような状況下、当社グループは燃焼装置関連事業に集中し、当社の高

度な技術を活かした工業用回転炉・燃料転換用装置及び燃焼系工業炉・リジ度な技術を活かした工業用回転炉・燃料転換用装置及び燃焼系工業炉・リジ
ェネレイティブバーナなどの拡販に努めた結果、売上高・受注残ともに堅調ェネレイティブバーナなどの拡販に努めた結果、売上高・受注残ともに堅調
に推移いたしました。また、仕入れコストの見直しや原価管理の厳格化、無に推移いたしました。また、仕入れコストの見直しや原価管理の厳格化、無
駄を排除し効率性アップに努めるなどの収益改善について全社的な取組みを駄を排除し効率性アップに努めるなどの収益改善について全社的な取組みを
行い、一定の成果を挙げております。行い、一定の成果を挙げております。
この結果、当第２四半期この結果、当第２四半期連結累計期間連結累計期間の経営成績は、売上高がグループ事の経営成績は、売上高がグループ事

業再編によって連結子会社数が減少したことを主因として前年同期比業再編によって連結子会社数が減少したことを主因として前年同期比36.836.8％％
減の減の1,827,8321,827,832千円となったものの、営業利益は千円となったものの、営業利益は150,005150,005千円千円（前年同期は（前年同期は1111
7,7847,784千円の営業損失）、経常利益は千円の営業損失）、経常利益は161611,,576576千円（前年同期は千円（前年同期は418,846418,846千円千円
の経常損失）、四半期純利益はの経常損失）、四半期純利益は114,230114,230千円（前年同期比は千円（前年同期比は1,839,7891,839,789千円の千円の

中間純損失）となりました中間純損失）となりました。。



第２四半期第２四半期 損益状況（連結）損益状況（連結）

前年同期比前年同期比1919年中間期年中間期2020年第年第22四半期四半期単位百万円単位百万円

－－△△1,8391,839114114当期純利益当期純利益

2.00%2.00%1,6501,6503333特別損失特別損失

－－115050特別利益特別利益

－－△△418418161161経常利益経常利益

0.65%0.65%30930922営業外費用営業外費用

175.00175.00％％881414営業外収益営業外収益

－－△△117117150150営業利益営業利益

67.47%67.47%664664448448販売費及び一般管理費販売費及び一般管理費

52.352.399%%2,3442,3441,2281,228売上原価売上原価

63.63.2020%%2,8912,8911,8271,827売上高売上高



第２四半期連結財務指数比較第２四半期連結財務指数比較

△△8,9438,94313,06913,0694,1264,126資産合計資産合計

△△1,2281,2282,4842,4841,2561,256固定資産固定資産

△△7,7147,71410,58410,5842,8702,870流動資産流動資産

前年前年同期同期比比増減増減平成平成1919年中間期年中間期平成平成2020年第年第22四半期四半期

△△6,4956,4958,0728,0721,5771,577負債合計負債合計

△△6656651,3551,355690690固定負債固定負債

△△5,8305,8306,7176,717887887流動負債流動負債

8,9438,94313,06913,0694,1264,126負債準資産合計負債準資産合計

△△ 2,4482,4484,9964,9962,5482,548純資産合計純資産合計

△△1111－－少数株主持分少数株主持分

8686289289375375評価・換算差額等評価・換算差額等

△△2,5272,5274,6994,6992,1722,172株主資本合計株主資本合計

000000自己株式自己株式

24722472△△2,3912,3918181利益剰余金利益剰余金

000000資本剰余金資本剰余金

△△ 4,9994,9997,0907,0902,0912,091資本金資本金

(百万円）



キャッシュ・フロー計算書（連結）キャッシュ・フロー計算書（連結）

前年同期前年同期比較増減比較増減1919年中間期年中間期2020年第年第22四半期四半期単位百万円単位百万円

△△4904901,0651,065575575
現金及び現金同等物現金及び現金同等物
の期末残高の期末残高

△△6366361,5801,580944944
現金及び現金同等物現金及び現金同等物
の期首残高の期首残高

147147△△516516△△369369
現金及び現金同等物現金及び現金同等物
の増加額の増加額

△△4,2984,2983,9523,952△△346346
財務活動による財務活動による

キャッシュ・フローキャッシュ・フロー

398398△△122122276276
投資活動による投資活動による

キャッシュ・フローキャッシュ・フロー

4,0474,047△△4,3474,347△△300300
営業活動による営業活動による

キャッシュ・フローキャッシュ・フロー



セグメント別売上高セグメント別売上高

100%100%

2.0%2.0%

26.4%26.4%

71.5%71.5%

構成比構成比

△△909088

167167

△△782782

△△291291

金額金額

前年比前年比１９年９月中間期１９年９月中間期2020年第年第22四半期四半期

69.369.300%%2,952,9588100%100%2,0502,050合計合計

387.93%387.93%585811.0%11.0%225225その他事業その他事業

－－7827820%0%00不動産業不動産業

86.25%86.25%2,1162,11689.0%89.0%1,8251,825工業炉燃焼装置製造業工業炉燃焼装置製造業

前年比前年比売上高売上高構成比構成比売上高売上高

本年３月に不動産事業から撤退した結果、工業炉燃焼装置関連事業
（各種バーナー及び燃焼装置・各種燃焼装置ならびに各種工業窯炉の
製造販売）が事業の中心となっております。



平成平成22１年３月期１年３月期 業績予想業績予想

ＪＡＳＤＡＱ：６４９４ＪＡＳＤＡＱ：６４９４

株式会社ＮＦＫホールディングス



業績予想（連結）業績予想（連結）

前年比前年比平成平成2020年年33月期月期平成平成2121年年33月期予想月期予想単位百万円単位百万円

－－△△218.7218.75.35.3ROEROE

－－△△151.12151.124.184.18EPSEPS（円）（円）

－－△△4,4814,481124124当期純利益当期純利益

－－△△997997170170経常利益経常利益

－－△△449449159159営業利益営業利益

57.5357.53％％7,1627,1624,1204,120売上高売上高

本年３月に行った子会社売却により、売上高についてはマイナスが予想される
ものの、燃焼関連事業に資源を集中した結果、営業利益、経常利益、当期純利
益については黒字化が予想される展開となっております。



当社の経営理念と今後の取り組み当社の経営理念と今後の取り組み

・・ 新たな事業ドメインの構築に向けた積極的な取り組み新たな事業ドメインの構築に向けた積極的な取り組み

・・ コーポレート･ガバナンスの再構築コーポレート･ガバナンスの再構築

・・ 海外における収益拡大の為の戦略的提携の推進海外における収益拡大の為の戦略的提携の推進

・・ アプリケーションの拡大とエンジニアリング能力の強化アプリケーションの拡大とエンジニアリング能力の強化

株式会社ＮＦＫホールディングスは、絶え間ない熱処理技術革新により、

持続可能な地球環境整備と循環型社会への貢献、株主の皆様は勿論、
社員と企業の繁栄を通して事業活動を行います。

経営理念

今後の取り組み




